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第
7
回
遠
賀
町
少
年
相
撲
大
会

こ
の
ド
迫
力
に

き
み

え
ら
れ
る
か

来
た
る
十
月
二
十
九
日
に
約
二

百
人
の
豆
力
士
を
集
め
て
、
第
七

回
遠
賀
町
少
年
相
撲
大
会
が
午
前

八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

総
合
運
動
公
園
相
撲
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
午
前
十
時
か
ら

正
午
ま
で
の
二
時
間
は
、
井
筒
部

屋
六
人
の
関
取
に
よ
る
迫
力
あ
る

稽
古
や
し
ょ
っ
切
り
、
豆
力
士
と

の
ぶ
つ
か
り
稽
古
、
記
念
撮
影
な

ど
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
め
っ

た
に
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
豆
力

士
の
奮
闘
ぶ
り
と
合
わ
せ
て
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。
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水遁料金の
納付は口座振替で。

電気、ガスや電話料金などの

自動振替と同じように水道料も
あなたの預金口座から自動的に

振替することができます。

納期限を気にする必要もなく

納め忘れもなくなり、払込みの

ためにわざわざ出かける必要も

ありません。

そんな手間や納め忘れを振替

納付が解消してくれます。

便利で確実な口座振替をご利

用ください。

申し込みは、あなたの預金口

座のある金融機関で手続きをし

てください。（除・郵便局）

●手続きに必要なもの●

○預金通帳

○預金通帳届出の印鑑

○水道料の納付書

（2）

運
転
免
許
の
更
新
は
第
2

土
曜
日
も
行
い
ま
す
。

北
九
州
運
転
免
許
試
験
場

福
岡
県
は
9
月
9
日
か
ら
、
第
2
土

曜
日
と
第
4
土
曜
日
の
閉
庁
制
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

運
転
免
許
関
係
の
窓
口
は
閉
じ
て
い

ま
す
が
、
更
新
事
務
に
限
っ
て
第
2
土

曜
日
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
北
九
州
試
験
場
（
衝
9
6

1
局
4
8
0
4
番
）
　
か
折
尾
警
察
署

（
衝
6
9
1
局
0
3
3
1
番
）
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
な
ん
で
も
相

談
で
老
後
の
備
え
を
。

Ⅱ
月
は
、
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間

です。こ
れ
に
ち
な
ん
で
、
年
金
な
ん
で
も

相
談
を
開
き
ま
す
。

新
し
い
年
金
制
度
の
こ
と
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
や
お
知
り
に
な
り
た
い
こ

と
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。
お
気
軽
に
こ
利
用
く
だ
さ

い。

こ
の
機
会
に
年
金
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、
老
後
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
時
　
　
Ⅱ
月
1
5
日
（
水
）

日
月
1
6
日
（
木
）

1
0
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
　
中
央
公
民
館
1
階
ホ
ー

●
相
職
員
　
　
八
幡
社
会
保
険
所
職
員

●
向
い
合
あ
せ
先
　
役
場
国
保
年
金
係

＄

（

2

9

3

）

1

2

3

4

内
線
2
2
2

税
の
無
的
絹
談
を

日
月
1
5
日
に
行
い
ま
す
。

十
一
月
十
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の

一
週
間
は
「
説
を
知
る
週
間
」
で
す
。

こ
の
期
間
中
、
次
の
と
お
り
税
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。
税
金
に
関
す
る

こ
と
な
ら
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
も
け
っ

こ
う
で
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時
　
Ⅱ
月
鳩
目
（
水
）

的
時
～
1
6
時

●
場
　
所
　
遠
賀
町
商
工
会
館

●
相
戦
員
　
税
理
士
、
町
説
務
諜
職
員

●
問
い
合
わ
せ
先
　
遠
賀
町
商
工
会

＄

（

2

9

3

）

0

1

6

5

戦
後
、
ソ
連
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
の
地

域
で
強
制
抑
留
中
に
死
亡
さ
れ
た
方
あ

る
い
は
、
帰
還
途
上
死
亡
さ
れ
た
方
の

遺
族
で
9
月
1
日
現
在
、
日
本
国
籍
が

あ
る
人
に
、
慰
労
品
（
書
状
・
銀
杯
）

が
贈
呈
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
贈
呈
は
、
遺
族
の
請
求
に
も
と

づ
い
て
行
わ
れ
ま
す
。
該
当
す
る
人
は

話
求
書
類
を
直
接
「
平
和
記
念
事
業
特

別
基
金
」
あ
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

請
求
書
類
は
役
場
福
祉
課
に
も
置
い
て

あ
り
ま
す
。

●
請
求
期
間
　
平
成
元
年
9
月
1
日
か

ら
平
成
5
年
3
月
針
目
ま
で

●
請
求
書
頬
の
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
1
1
2
　
東
京
都
文
京
区
大
塚
5
－
3

－
1
3
　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

業
務
第
2
課
　
衝
（
0
3
）
9
4
5

局
4
7
0
3
番
と
4
1
0
7
番

高
血
圧
予
防
教
室
を

開
催
し
ま
す
。

脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
成
人
病
を

予
防
す
る
最
大
の
決
め
手
は
、
高
血
圧

を
早
め
に
発
見
し
血
圧
の
管
理
を
行
う

こ
と
で
す
。

今
回
、
遠
賀
保
健
所
と
合
同
で
高
血

圧
予
防
教
室
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

血
圧
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か。

Ⅱ
月
8
・
1
5
・
総
・
純

白
・
3
月
6
日
、
9
時

0
0
分
～
正
午

遠
賀
町
中
央
公
民
館
お

よ
び
体
育
セ
ン
タ
ー

無
料

●
定
　
員
　
　
0
0
人
　
定
貝
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

●
申
し
込
a
先
　
保
健
衛
生
係

衝

（

2

9

3

）

1

2

3

4

内
線
2
5
3

全
国
秋
の
火
災
予
防
運
動

日
月
9
日
か
ら
日
月
1
5
日

遠
賀
町
消
防
団

平
成
元
年
度
よ
り
「
百
十
九
番
の
日
」

の
十
一
月
九
日
か
ら
、
全
国
一
斉
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
始
ま
り
ま
す
。

遠
賀
町
消
防
団
で
は
、
十
一
月
十
一
一

日
の
午
前
九
時
か
ら
消
防
自
動
車
に
よ

る
防
火
パ
レ
ー
ド
を
行
い
、
住
民
の
み

な
さ
ん
に
「
火
の
用
心
」
を
呼
び
か
け

ます。
火
の
用
心
　
7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

l
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

を
し
な
い
。

2
、
子
供
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い
。

3
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し

ない。

4
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

場
を
離
れ
な
い
。

5
、
家
の
周
り
に
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
置
か
な
い
。

6
、
ふ
ろ
の
空
だ
さ
を
し
な
い
。

7
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

※
火
災
予
防
運
動
の
期
間
中
、
午
前
七

時
と
午
後
七
時
の
二
回
、
サ
イ
レ
ン
の

吹
鳴
を
行
い
ま
す
。



人　　口　　17，057人（＋12）

男　　　　　8．096人（＋6）

女　　　　　8，961人（＋6）

世帯数　　　4．929戸（－8）

転　　入　63人　　転　出　55人

出　　生16人　　死　亡12人

（）内は前月比

スポーツの秋、あなたもスポ
ーツ教室に参加してみませんか。

誰にでもできる軽スポーツ、今

回も昨年同様に、各小学校区に

お住まいの人を対象に教室を開

きます。

今回は、ソフトミニバレーボ
ールと、インディアカです。

○島門小学校区

11月9日（木）・16日（木）

19時30分－21時

島田小学校体育館

○浅木小学校区

11月10日（金）・17日（金）

19時30分－21時

浅木小学校体育館

○広泥中学校区

11月11日（上）・18日（土）

19時30分～21時

広漉小学校体育館

○参加料　無料
○申込締切　11月7日（火）

○申し込みおよび詳制こついては

通貨コミュニティーセンター内

遊賀町教育委員会

℡293－6525
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消費税の申告と納税はお早めに！！
法人の消費税の申告と納税は、決算終了後2か月以内にお願いします。

（3）

来
年
の
年
賀
状
は
一
味
通
っ

た
も
の
を
送
り
ま
せ
ん
か
。

年
賀
状
の
た
め
の
特
別
教
室
を
次
の

よ
う
に
開
催
し
ま
す
。
来
年
の
年
賀
状

は
今
ま
で
と
は
違
っ
た
さ
ら
に
ハ
イ
セ

ン
ス
な
物
に
し
ま
し
ょ
う
。
文
字
は
細

字
教
室
で
、
絵
は
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

教
室
で
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
年
賀
状

展
に
出
品
す
る
作
品
の
技
術
を
無
料
で

習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

☆
細
　
字
　
教
　
室

●
日
　
時
　
Ⅱ
月
7
日
か
ら
1
2
月
1
2
日

ま
で

毎
週
火
曜
日
1
3
時
か
ら
十

六
時
ま
で

●
会
　
場
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
講
　
師
　
丸
井
緯
子

☆
シ
ル
ク
・
ス
ク
リ
ー
ン
教
室

●
目
　
時
　
Ⅱ
月
1
日
か
ら
1
2
月
如
日

ま
で

●
会
　
場

●
講
　
師

⑤
申
込
期
間

毎
週
木
曜
日
1
3
時
か
ら
1
5

時
ま
で

遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

森
　
祇
秀

③
申
込
先

同
月
筋
目
か
ら
1
0
月
3
1
日

ま
で

遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室

㊨
（
2
9
3
）
1
3
5
5

歴
史
探
訪

秋
の
豊
後
路
を
訪
ね
て

●
日
　
時
　
日
月
1
4
日
8
時
出
発
、
1
5

日
帰
着
（
雨
天
決
行
）

●
集
合
場
所
　
中
央
公
民
館
前

●
目
的
地
　
豊
後
竹
田
・
大
野
川
流
域

・
臼
杵
周
辺
史
跡

●
旅
　
費
一
万
四
千
円
（
寝
入
注
油
）

●
申
込
締
切
日
　
日
月
1
0
日
ま
で

満
員
に
な
り
し
だ
い
締
め

切
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

郷
土
文
化
研
究
会

水
口
ま
で
㊨
（
2
9
3
）

．・⊥－iO39

美
術
廣
一
ホ
室
か
ら

の
ご
案
内

手
芸
サ
ー
ク
ル
田
園
グ
ル
ー
プ

●
期
　
間
　
m
月
針
目
～
n
月
8
日

●
場
　
所
　
中
央
公
民
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
展
示
品
　
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
し
し
ゆ

う
、
木
彫
り
な
ど
の
技
術

を
使
っ
て
の
作
品

●
連
絡
先
　
山
下
　
恵
美
子

衝

（

2

9

3

）

6

1

6

9

今
年
も
、
郵
便
局
で
は
、
次
の
よ
う
に

年
賀
は
が
き
の
予
約
販
売
を
し
ま
す
。

今
年
度
の
年
賀
は
が
き
の
発
行
種
類

は
4
1
円
の
「
無
地
く
じ
付
き
は
が
き
」

と
、
備
円
の
「
絵
入
り
く
じ
付
き
は
が

き
」
3
種
類
（
全
国
版
実
南
天
、
千
両

に
紅
び
わ
、
福
岡
県
版
午
哉
・
黒
田
武

士
）
の
計
4
謹
類
で
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
に
、
お
店
の

「
初
売
り
」
　
「
お
年
玉
セ
ー
ル
」
な
ど

の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
用
に
も
幅
広
く

ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
Ⅱ
月
1
日
（
水
）
ま
で

●
予
約
方
法
　
年
賀
は
が
き
予
約
申
込

書
に
記
入
の
う
え
提
出

●
受
付
場
所
　
最
寄
り
の
郵
便
局

●
引
き
換
え
期
間
　
日
月
2
日
～
Ⅱ
月

蝕
日
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先
　
遠
賀
川
郵
便
局
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内持対繊時期
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妊
婦
相
談
が

日
月
6
日
に
あ
り
ま
す

乳
児
相
談
は

日
月
7
日
に
あ
り
ま
す

●
期
　
日
　
n
月
6
日
（
月
）

●
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

●
場
　
所
　
役
場
保
健
室

●
持
参
晶
　
母
子
手
帳
受
話
の
方
は
、

印
鑑

●
内
　
容
　
産
前
産
後
の
過
ご
し
方
、

妊
婦
体
操

●
料
　
金
　
無
料

日
月
7
日
（
火
）

9
時
紬
分
～
1
0
時
0
0
分

中
央
公
民
館

生
後
3
カ
月
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
・
身
長
測
定
、
駿
乳

食
な
ど
指
導
、
小
児
ガ
ン

検
査
セ
ッ
ト
配
布

無
料

▼
糖
尿
病
を
招
く
二
つ
の
原
因

▼
繕
尿
病
は
、
す
い
臓
で
つ
く
ら
れ

る
イ
ン
ス
リ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
の

分
泌
や
作
用
が
悪
く
な
り
、
血
液
中

の
ブ
ド
ウ
精
を
有
効
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
変
換
で
き
な
く
な
り
、
糖
が
体
内

に
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
病
気
で
す
。

こ
の
病
気
の
原
因
は
、
大
き
く
分

け
て
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
遺
伝

に
よ
る
も
の
で
す
。
過
去
に
糖
尿
病

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
の
家
系

は
、
二
五
％
か
ら
四
〇
％
の
確
率

で
、
発
病
す
る
可
能
蛙
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は
、
肥
満

や
ス
ト
レ
ス
、
感
染
な
ど
が
引
き
金

と
な
る
ケ
ー
ス
で
す
。

糖
尿
病
は
、
こ
の
二
つ
の
原
因
が

▼
放
電
す
る
と
起
こ
る
合
併
痘

複
雑
に
絡
み
合
っ
て
発
病
し
ま
す
。

病
気
を
放
置
し
た
場
合
は
、
腎
不

全
や
視
力
障
害
、
心
臓
病
や
脳
血
管

障
害
、
神
経
障
害
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

糖
尿
病
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、

特
に
次
の
よ
う
な
人
は
一
度
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

▼
両
親
や
血
縁
者
に
糖
尿
病
の
人
が

い
る
人

▼
四
十
歳
を
過
ぎ
て
太
っ
て
い
る
人

▼
運
動
不
足
の
人

▼
究
腹
感
や
だ
る
さ
、
口
の
渇
き
や

多
飲
・
多
尿
な
ど
、
糖
尿
病
特
有

の
症
状
が
あ
る
人

飽
食
時
代
の

栄
養
不
足

お
年
寄
り
が
、
寝
た
き
り
に
な
っ
て

し
ま
う
原
因
に
、
脳
卒
中
や
、
大
腿
骨

な
ど
の
骨
折
に
よ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
脳
卒
中
は
次
第
に
減
っ
て
き
て
い

ま
す
が
、
骨
折
は
む
し
ろ
増
加
し
て
い

る
と
き
え
い
わ
れ
ま
す
。

骨
折
を
起
こ
す
主
な
原
因
は
、
骨
が

も
ろ
く
な
る
骨
粗
し
ょ
う
症
と
い
う
病

気
の
た
め
で
す
。
お
年
寄
り
、
な
か
で

も
女
性
に
多
く
、
八
十
歳
以
上
の
女
性

の
七
割
が
こ
の
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
す
。

現
在
、
日
本
人
の
カ
ル
シ
ウ
ム
必
要
量
は
、
成
人

一
日
六
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
で
す
が
、
骨
犯
し
ょ
う
症
の

予
防
に
は
一
日
千
ミ
リ
グ
ラ
ム
が
必
要
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

カ
ル
シ
ウ
ム
を
最
も
多
く
含
ん
で
い
る
食
品
は
、

小
魚
で
す
。
百
グ
ラ
ム
中
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

は
、
サ
ク
ラ
エ
ビ
で
千
五
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
、
干
し
ア

ミ
で
は
千
八
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
う
し
た
小
魚
を
毎
日
摂
取
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
ま
た
最
近
で
は
敬
遠
気
味
の
人
も
多
く
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

食
品
に
よ
っ
て
違
う
吸
収
率

こ
れ
に
対
し
、
牛
乳
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
は
、

言
グ
ラ
ム
申
古
さ
、
日
ソ
グ
ラ
ム
種
皮
と
少
な
い
の
で
す

が
、
一
本
（
二
百
グ
ラ
ム
）
飲
め
ば
、
二
百
こ
、
日
ソ
グ

骨
粗
し
ょ
う
症
は

閉
経
期
以
後
の
女
性

に
み
ら
れ
る
の
で
、

女
挫
ホ
ル
モ
ン
が
関

骨
が
も
ろ
く
な
る

〝
骨
粗
し
ょ
う
痘
〃

ラ
ム
と
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の

う
え
、
牛
乳
は
小

魚
に
に
比
べ
る
と
、

係
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
が
、
他
の

原
因
と
し
て
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
不
足

や
腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
吸
収
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す。六
百
ミ
リ
グ
ラ
ム
が

一
日
に
必
要

カ
ル
シ
ウ
ム
は
、
日
本
人
に
不
足
し

て
い
る
栄
養
素
の
一
つ
で
す
。

国
民
全
体
の
平
均
で
は
、
必
要
量
よ

り
約
一
〇
％
不
足
し
て
い
ま
す
。
三
分

の
二
の
国
民
は
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
だ
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

腸
管
か
ら
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
率
が
よ
く
、
小
魚

の
三
七
％
に
対
し
、
牛
乳
は
五
〇
％
の
吸
収
率
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
野
菜
で
は
、
ほ
う
れ
ん
草
に

多
く
含
ま
れ
、
百
グ
ラ
ム
申
六
十
さ
く
∴
＝
ノ
グ
ラ
ム
で
、

吸
収
率
は
一
七
％
で
す
。

吸
収
を
促
進
す
る
も
の
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
D
や
乳

糖
が
あ
り
、
一
方
、
し
ゆ
う
酸
や
食
物
繊
維
な
ど
は

吸
収
を
阻
害
し
ま
す
。
牛
乳
は
、
こ
う
し
た
促
進
物

質
を
多
く
含
ん
で
い
る
た
め
、
高
い
吸
収
率
に
な
っ

て
い
ま
す
。
逆
に
、
ほ
う
れ
ん
草
の
場
合
、
阻
害
物

質
が
多
い
た
め
、
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

飽
食
時
代
の
今
日
で
も
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
は

ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
す
。
牛
乳
や
小
魚
な
ど
カ
ル
シ

ウ
ム
の
多
い
食
品
に
、
も
っ
と
目
を
向
け
て
は
し
い

と
思
い
ま
す
。


